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１ 研究開発イメージ図
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２ 岩見沢市内新設校「i スクール」プラン

本校は、岩見沢東高等学校と岩見沢西高等学校とが再編整備となり、令和７年度に普通科文理探究

科（学際領域に関する学科）２学級、普通科４学級の新設校となりました。

開校まで、本校が所在する南空知学区には学際領域に関する学科がないため、本資料により、文理

探究科について中学生や保護者等に説明してきました。
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３ スクール・スローガン 募集ポスター
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４ 新校章・スクールカラー

○ 制作者：二瓶優生さん 岩見沢東高等学校３年生

○ デザインタイトル：春

○ 校章デザインへの思い：

岩見沢東高等学校と岩見沢西高等学校両校の校章には、雪がモチーフとし

て含まれています。

新設校はその両校が合併し、新たな季節を歩むということで「春」を想像

させる「桜」をモチーフにしました。春は、新しいことにどきどき、そわそ

わする季節です。

新設校もそれぞれが不安や期待をかかえながら、スタートしていく と思

います。

雪の結晶と桜を重ね、雪どけの桜を表現し、両校の伝統を引き継ぎつつ、

新たな時代に花開く様子を表しました。

じっとして冬を越す桜の「粘り強さ」、一輪で見ても美しいけれど、集ま

るとまた違った美しさを放つ桜の魅力、その花弁の重なりで「創造性」「協働

力」、まだ肌寒い季節に堂々と咲く様子から、「健康」「情操豊か」な人間性

を示しました。

どんな未来が待っているのか、誰も想像できない中で、それでも力強く咲

きほこる岩東でありたいという願いを込めました。

【新校章及びスクールカラーの決定まで】

両校生徒有志による校章作成プロジェクトチームにより決定。校内からデザイン案を募集し、

数案を投票で決めた。その後、作成に当たり、北海道教育大学岩見沢校准教授の大西 洋先生

や同大学の皆様から指導ご助言をいただき、最終選考を行った後、完成した。

また、スクールカラーの選定に当たっては、全校生徒の投票結果を踏まえて決定。
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５ 新校歌

【新校歌制作まで】

本校の新校歌の制作に当たり、岩見沢市ご出身のミュージシャンで「東京スカパラダイスオー

ケストラ」のテナーサックス奏者でいらっしゃるＧＡＭＯ様に制作を依頼した。

ＧＡＭＯ様からは制作に当たり、温かいメッセージを賜るとともに、ご意向により全校生徒た

ちへアンケート（ＧＡＭＯ様作成）を実施し、その回答を参考に楽曲を制作していただいた。

新校歌は今年度の卒業式において、本校吹奏楽局と合唱部の協力により披露した。

新校歌掲載ＵＲＬ https://www.iwamizawahigashi.hokkaido-c.ed.jp/

「卒業式」
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新校歌完成発表 報道向け資料
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６ 学校案内（https://www.iwamizawahigashi.hokkaido-c.ed.jp/page_20250402033157）

https://www.iwamizawahigashi.hokkaido-c.ed.jp/page_20250402033157
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７ コンソーシアム概略図
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８ コンソーシアム設置要綱

北海道岩見沢東高等学校

「新時代に対応した高等学校改革支援事業（普通科改革支援事業）」に係る

コンソーシアム設置要綱

（目的）

第１条

現代的な諸課題のうち、SDGsの実現やSociety5.0の到来に伴う諸課題に対応するため、学際的・複

合的な学問分野や新たな学問領域に則した最先端の特色・魅力ある学びに重点をおく本事業の目標達

成のため、様々な教育資源を活用する学習機会の充実を図り、生徒の主体的に学ぶ意欲や興味・関心、

さらには進路希望の実現に向けた学習ニーズに対応し、豊かな教養や専門的な知識や技能等を育成す

る教育課程の充実に加え、生徒の探究活動の発展、深化を目指し、本校と大学、研究機関、事業所等

の地域社会との持続的で効果的な連携・協働体制を維持するコンソーシアムを構築する。

（名称）

第２条 本コンソーシアムの名称を「北海道岩見沢東高等学校コンソーシアム」とする。

（事業）

第３条 本コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 本事業推進に係る情報交換、意見交換

(2) 本事業実施上の連携方策についての協議、検討

(3) 探究的な学習の授業・行事等への支援

(4) その他、コンソーシアムの目的達成に資する事業

（組織）

第４条 本コンソーシアムは次の構成員で組織する。

(1) 本校教職員

校長、教育コーディネーター並びに本事業に関わる教職員

(2) 外部構成員

大学、自治体、企業（事業所）、関連団体等

ただし、外部構成員は生徒の探究領域等に柔軟に対応するために、必要に応じて拡充を図るも

のとする。

第４条の２ 各構成員の登録任期は令和６年４月１日から令和８年３月31日までとする。

第４条の３ 各構成員はコンソーシアム登録承諾書の提出をもって本コンソーシアムに登録される。

２ 登録を取り消そうとする場合は、校長宛に書面をもってその旨を届け出る。

（会議）

第５条 本コンソーシアムは次のとおり会議を開催するものとする。

(1) 目 的 本校教育活動の現状及び課題の共有を図り、更なる充実・発展に向けた指導・助言

の場として開催することを目的とする。また、毎年度毎に教育活動の評価を行うこと

とする。
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(2) 出席者 本校教職員及び構成員とする。

(3) 開 催 年２回開催を原則とする。

（事務局）

第６条 本コンソーシアム事務局を北海道岩見沢東高等学校に置く。事務局は次により構成する。

(1) 事務局長（教頭）

(2) 岩見沢東高等学校教育コーディネーター

(4) 会計（事務長）

２ 事務局は、コンソーシアムの目的達成のため、次の業務を行う。

(1) コンソーシアムの庶務に関すること。

(2) コンソーシアム会議に関すること。

(3) 生徒の探究的な学習に関すること。

（会計）

第６条の２ 本コンソーシアムの運営に係る経費は「新時代に対応した高等学校改革支援

事業（普通科改革支援事業）」予算からから支出する。会計業務は事務局が行う。

（その他）

第７条 本要綱の改訂は第４条の会議で行う。

（補足）

３ 各構成員の業務

(1) 本校教職員・教育コーディネーター

ア コンソーシアムの構築、運営及び会議の開催等係る業務

イ 生徒の探究的な学習の企画及び運営に係る業務

ウ 生徒の探究活動に係る登録メンバーと生徒のマッチングに係る業務

(2) 外部構成員

ア コンソーシアム会議等に参加し、学校の教育活動に対し助言する業務

イ 探究活動成果発表会に出席し、生徒の活動へ助言を行う業務

ウ 探究的な学習に係る出前講義等の学習支援

（生徒の進路活動を支援する学校行事等への参加を含む）

エ 施設見学等の生徒の体験的学習を支援する業務

オ 「総合的な探究の時間」に係る生徒の活動への一時的（または継続的）な指導及

び助言する業務（オンラインでの実施を含む）

カ メンバーが支援可能な学習活動に係る情報提供に係る業務

キ 必要に応じ、探究活動成果発表会での生徒の活動へ指導・助言を行う業務。

(注) 各メンバーの業務については、メンバーの特性に応じて事務局から依頼するも

のであり、全ての業務を依頼するものではない。
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９ ＧＡＮＴＯゼミ（総合的な探究の時間）概要 【文理探究科・普通科 共通】

○ プログラムの概要とねらい

北海道岩見沢東高等学校（以下、GANTO）の生徒の、心のエンジン駆動に必要なリソースは、「総

合的な探究の時間」を軸とした教育活動により充填される「自信」である。北海道、特に本校が位置

する空知地域における GANTO への期待は、スクールミッションでもある「我が国や国際社会の問題

や課題を発見・解決し、新たな価値を創造できる生徒の育成」である。本プログラムは、“井の中の

蛙”的な生徒に「潜在能力（Capability ケイパビリティ）を掘り起こす」ことで「自信」を持たせ

ることをねらいとした「総合的な探究の時間」を軸にした教育プログラムである。

「農業プロフェッショナル講演」（１年次）
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10 ＧＡＮＴＯゼミ年間計画
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11 令和７年度 入学生の探究学習（３年間の流れ）

「弘前大学 古村健太郎准教授による ＧＡＮＴＯゼミ講演」（２年次）
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12 １年次 コミュニティースキルトレーニング 学習指導案 【文理探究科・普通科 共通】
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13 １年次 地域巡検Ⅰ【文理探究科・普通科 共通】
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14 アントレプログラム 【文理探究科・普通科 共通】
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15 台湾探究研修旅行【文理探究科】

【旅程】



- 21 -

16 台湾探究研修旅行 発表会



- 22 -

17 コンソーシアム会議（「台湾探究研修」発表会後に開催）
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18 １年次 総合的な探究の時間 「クリティカル・シンキング」 【文理探究科・普通科 共通】
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19 ２年次 ポスターセッション
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20 ２年次 オーストラリア探究研修
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21 ３年次 個人探究「プレゼンテーション」（実施要領）
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３年次 個人探究「プレゼンテーション」（代表者テーマ一覧）


